
 

 
 
 
     平成３１年１月１１日 
 
 
 
 
 
 

『三遠南信をつなぐ天竜川上下流連携シンポジウム』を開催します 
 
地方でつくる幸せなくらし                            
「関係人口」×「リノベーションまちづくり」が生み出す地方の未来 

 
 

日  時：平成３１年２月１３日（水）１３：３０～１７：００（１３：００開場） 
 
会  場：高森町福祉センター２階大ホール 

（長野県下伊那郡高森町下市田２１８３－１） 
 
内  容：第一部 ゲストトーク 
 

「関係人口のつくり方」 
指出 一正氏 月刊『ソトコト』編集長 

 
「リノベーションとエリアコミュニティの再生」 

嶋田 洋平氏 らいおん建築事務所代表取締役 
 

第二部 クロストーク 
 

「関係人口」×「リノベーションまちづくり」が生み出す地方の未来 
指出 一正氏 × 嶋田 洋平氏 
コーディネーター：田中 里佳 国土交通省浜松河川国道事務所長 

 
同時配布：伊那記者クラブ、飯田市役所記者クラブ、駒ヶ根市役所記者クラブ、浜松市政

記者クラブに同時配布しています。 
 
問合せ先：国土交通省中部地方整備局天竜川上流河川事務所 

事業対策官：菊池 五輪彦 
調査課長：古瀬 友紀 

TEL（０２６５）８１－６４１５【調査課直通】 



地方でつくる幸せなくらし
「関係人口」✖「リノベーションまちづくり」が生み出す地方の未来

深刻化する人口減少、少子高齢化。そのような状況でも、地域にある宝を丁寧に磨き、ほしいくらしを自分たちでつくりあげてい
る若者たちがいる。彼らは、どのように全国の仲間たちとつながり、これまでになかった地域経済の循環を生み出し、さらに新た
な人々を地方に引き寄せているのか。

天竜川流域に目を向けると、豊かな自然、それを基盤に育まれた歴史・文化・人々の生活が今も息づいている。そして、かつて天
竜川の舟運でつながっていた地域は、今後、三遠南信自動車道の開通によるネットワークが形成され、新たなつながりをつくりだ
そうとしている。

シンポジウムでは、全国の先進事例を参考にしつつ、この地域に眠る宝を探し磨くためのヒント、そして、地方における幸せなく
らしのつくり方を探る。

三遠南信をつなぐ天竜川上下流連携シンポジウム

第一部 ゲストトーク （13：40－15:40）

第二部 クロストーク （15:50－17:00）

「関係人口」✖「リノベーションまちづくり」が生み出す地方の未来

指出一正 氏 ✖ 嶋田洋平 氏

コーディネーター：田中里佳 国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所長

「関係人口のつくり方」

指出一正 氏 月刊『ソトコト』編集長

移住・定住・交流だけではない新たな地方への関わり方をもつ「関係人口」が地方の可能性を伸ばす。若

者たちは地方に何を求め、どのように動くのか。

「リノベーションとエリアコミュニティの再生」

嶋田洋平 氏 らいおん建築事務所代表取締役

今そこにある地域の宝をリノベーションにより磨くことで、どこにも負けないコンテンツを作り上げるこ

とができる。人口減少・少子高齢化の中で地域が生き残るためのコミュニティづくりとは。

申し込み・問合せ先／裏面参照

主催／国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所・天竜川上流河川事務所

2019年

２月13日（水）13:30－17:00（13:00開場）

会場／高森町福祉センター２階大ホール（長野県下伊那郡高森町下市田2183-1）

入場料／無料 定員／150名



三遠南信をつなぐ天竜川上下流連携シンポジウム

プロフィール

指出一正 氏

月刊『ソトコト』編集長。1969年群馬県生まれ。島根県「しまコトアカデミー」メイン講師、高知県

文化広報誌『とさぶし』編集委員、静岡県「地域のお店デザイン表彰」審査委員長をはじめ、地域の

プロジェクトに多く携わる。著書に『ぼくらは地方で幸せをみつける ソトコト流ローカル再生論』

嶋田洋平 氏

らいおん建築事務所代表取締役。北九州家守舎 代表取締役 セミコロン取締役。1976年北九州市生ま
れ。リノベーション事業プロデュースや建築設計を行いながら、北九州市の小倉魚町エリアをや和歌
山県和歌山市のぶらくり丁周辺エリアなどでリノベーションまちづくりに関わる。著書に『ほしい暮
らしは自分でつくる ぼくらのリノベーションまちづくり』

田中里佳 氏

国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所長。ミズベリングアドバイザー。1978年千葉県生まれ。

国土交通省水管理・国土保全局河川環境課課長補佐在任中にミズベリングプロジェクトを推進。

申し込み方法

参加には事前の申し込みが必要になります。

参加をご希望の方は、所属、氏名、連絡先（電話番号またはEメールアドレス）をご記入のうえ、E
メールにてお申し込みください。

＊申し込み完了の連絡はいたしません。定員を超えた場合のみ連絡いたします。

＊お送りいただいた個人情報は当イベント以外では使用しません。

申し込み先：国土交通省天竜川上流河川事務所 調査課 Eメール cbr-tenjyochosa@mlit.go.jp

電話 0265－81－6415

会場（高森町）へのアクセス方法

会場の「高森町福祉センター」は、

高森町役場と同じ敷地内にあります。

電車でお越しの場合：

JR飯田線「市田駅」から徒歩20分

お車でお越しの場合：

中央自動車道松川ICを降りて約20分

飯田ICを降りて約30分

（敷地内の駐車場をご利用ください。）

市田駅

下市田駅

元善光寺駅

下平駅

山吹駅

飯田IC

松川IC

高森町役場

長野県

静岡県愛知県

高森町

高森町
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